




















全国各地で職域支部、地域支部を開催
有信会は、「学部同窓会」のほか、東京から沖縄まで 62の「地域支部」、36の「職域支部」があり、

活発な同窓会活動を行っています。

東
海
支
部
50
周
年

名
古
屋
か
ら
母
校
を
応
援

歴
代
の
支
部
長
に
感
謝
状

浮
羽
支
部
第
25
回

４
年
ぶ
り
の
開
催
、
現
役

落
研
部
員
が
落
語
を
披
露

　
東
海
支
部

（
黒
瀬
久
児

夫
支
部
長
）

は
６
月
17

日
、
支
部
創

立
50
周
年
の
記
念
総
会
・
懇
親
会

を
名
古
屋
市
の
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
開
催
し
た
。
母
校
か
ら

小
野
寺
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
村

上
理
事
、
大
阪
支
部
、
大
濠
同
窓

会
東
海
支
部
の
来
賓
を
迎
え
、
会

員
19
人
が
参
加
し
、
東
海
支
部
半

世
紀
の
節
目
を
祝
っ
た
。

　
黒
瀬
支
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
も
あ

り
ま
し
た
が
50
周

年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
小

野
寺
副
学
長
か
ら

母
校
の
近
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ

り
、
会
員
ら
は
変

貌
す
る
母
校
の
様

子
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　
総
会
で
は
支
部

の
活
動
報
告
、
収

支
決
算
な
ど
の
報
告
、
役
員
の
交

代
な
ど
を
承
認
し
、
こ
れ
ま
で
の

歴
代
支
部
長
に
感
謝
状
を
渡
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
寮
生
生
活
な

ど
学
生
時
代
の
思
い
出
話
し
な
ど

博
多
を
懐
か
し
む
声
が
聞
か
れ

た
。
最
後
に
大
阪
か
ら
駆
け
つ
け

た
落
語
家
の
桂
梅
團
治
さ
ん
ら
を

交
え
、
円
陣
を
組
ん
で
校
歌
を
斉

唱
し
閉
会
。
黒
瀬
支
部
長
は
、「
歴

代
の
支
部
長
の
尽
力
で
50
年
を
迎

え
た
。
駅
伝
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
の
福
大
に
伝
統
も
あ
り
、

母
校
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
浮
羽
支
部

（
平
川
和
彦

支
部
長
）
は

６
月
10
日
、

設
立
25
回
目

の
記
念
総
会
を
Ｏ
Ｂ
権
藤
一
光
さ

ん
（
商
45
）
経
営
の
筑
後
川
温
泉

「
桑
之
屋
」
で
開
催
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
り
、
４
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。
母
校
か
ら
森
山
副
学

長
、
有
信
会
か
ら
石
村
理
事
長
が

出
席
、
近
隣
の
大
牟
田
、
八
女
・

筑
後
、
小
郡
・
三
井
の
各
支
部

長
、
う
き
は
市
の
権
藤
市
議
ら
を

来
賓
に
迎
え
、

会
員
33
人
が
参

加
し
た
。
来
賓

の
森
山
副
学
長

か
ら
母
校
の
現

況
と
メ
タ
バ
ー

ス
（
仮
想
空

間
）
を
使
っ
た

入
学
式
の
実
施

な
ど
、
会
員
は

新
し
い
母
校
の

様
子
に
興
味
深

く
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　
総
会
で
は
活
動
報
告
、
会
計
、

監
査
報
告
、
役
員
改
選
案
の
議
案

を
承
認
し
、
懇
親
会
場
に
場
所
を

移
し
、
永
松
八
女
・
筑
後
支
部
長

の
発
声
で
乾
杯
し
祝
宴
に
入
っ

た
。
余
興
で
は
母
校
落
語
研
究
部

の
福
々
亭
一
宝
さ
ん（
人
文
２
年
）

と
喜
翔
さ
ん
（
理
２
年
）
が
古
典

落
語
を
披
露
、
大
き
な
拍
手
を
受

け
て
い
た
。
平
川
支
部
長
は
「
25

回
目
の
節
目
を
迎
え
た
が
、
今
回

は
コ
ロ
ナ
禍
で
準
備
の
時
間
が
少

な
か
っ
た
。
今
後
は
若
手
の
会
員

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
活
動
に

つ
い
て
抱

負
を
話
し

て
い
た
。
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長
門
支
部

　
５
月
12
日
、
令
和
４
年
度
の
長
門
支
部
総
会
を
３
年
ぶ
り
に
味
の

実 

ざ
く
ろ
に
て
開
催
。
有
信
会
か
ら
石
村
理
事
長
を
来
賓
に
迎
え
、

過
去
に
な
い
多
く
の
会
員（
27
人
）が
集
い
、総
勢
28
人
で
開
催
し
た
。

総
会
の
前
に
故
人
へ
の
黙
祷
を
行
い

議
事
に
移
り
、
活
動
・
会
計
報
告
に

続
き
、
令
和
５
年
度
活
動
方
針
も
承

認
さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
三
輪

支
部
長
が
再
選
、
事
務
局
長
に
高
橋

氏
が
選
任
さ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
会
員
、
初

参
加
の
会
員
、
ま
た
３
人
の
女
性
会

員
の
参
加
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。
最
後

に
校
歌
斉
唱
、
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
り
散
会
。
令
和
５
年
度
の
支
部
総

会
は
令
和
６
年
１
月
に
開
催
す
る
。

古
賀
支
部

　
５
月
28
日
、福
津
市
の
正
直
亭
で
「
令
和
５
年
度
古
賀
支
部
総
会
」

を
開
催
。
母
校
か
ら
小
野
寺
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
石
村
理
事
長
を

来
賓
に
迎
え
、
会
員
20
人
が
参
加
し
た
。
小
野
寺
副
学
長
か
ら
は
、

大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
る
母
校
の
現
状
を
、
石
村
理
事
長
か
ら
は
各
地

の
有
信
会
会
員
の
活
躍
に
つ
い

て
話
が
あ
っ
た
。
総
会
議
事
も

全
て
承
認
さ
れ
、懇
親
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
会
員
の

笑
顔
が
輝
き
、
会
話
は
尽
き
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
支
部
設
立

15
周
年
及
び
古
賀
市
政
20
周
年

を
記
念
し
、
６
年
前
か
ら
古
賀

市
内
薬
王
寺
水
辺
公
園
に
河
津

桜
の
植
樹
を
行
っ
て
い
る
。
ス

テ
ン
レ
ス
銘
板
も
設
置
の
予
定

で
、
古
賀
支
部
の
存
在
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

北
九
州
支
部

　
５
月
19
日
、
４
年
ぶ
り
に
令
和
５
年
度
「
第
56
回
北
九
州
支
部
総

会
」
を
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
に
て
開
催
、
母
校

か
ら
加
留
部
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
川
畑
名
誉
理
事
長
、
石
村
理
事

長
他
18
人
の
来
賓
と
、１
２
３
人
の
会
員
が
集
い
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

総
会
の
議
案
は
満
場
の
拍
手
で
全
て
承
認
。
加
留
部
副
学
長
、
石
村

理
事
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
発
展

す
る
母
校
の
状
況
に
胸
が
高
鳴
っ

た
。
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
同
士

で
名
刺
交
換
等
の
交
流
が
積
極
的

に
行
わ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、「
尺
八
・
三
味
線
演
奏
」
と
「
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」、
抽
選
会
で
は

全
員
に
素
晴
ら
し
い
景
品
が
当
た

り
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に
全
員

で
輪
に
な
っ
て
校
歌
を
斉
唱
、
恒

例
の
「
小
倉
え
び
す
締
め
」
で
閉

会
し
た
。

佐
賀
支
部

　
６
月
２
日
、
４
年
ぶ
り
の
「
令
和
５
年
度
佐
賀
支
部
総
会
」
を
、

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀
に
て
開
催
。
母
校
か
ら
朔
学
長
、
有

信
会
か
ら
瀬
尾
副
理
事
長
を
来
賓
に
迎
え
、会
員
80
人
が
参
加
し
た
。

来
賓
の
朔
学
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
映
像
を
交
え
、
母
校
の
近

況
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
い
た
。
瀬
尾
副
理
事
長
か
ら
も
有
信
会

の
現
状
報
告
を
い
た
だ
き
、
総
会

の
議
事
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
懇

親
会
へ
と
移
っ
た
。
近
況
報
告
を

し
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
、
懇
親
を
深
め
る
待
ち
わ
び

た
宴
と
な
っ
た
。
記
念
品
抽
選
会

で
は
、
佐
賀
の
海
苔
、
地
酒
、
バ

ラ
の
お
酒
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
の

食
事
券
が
当
た
る
豪
華
抽
選
会
で

盛
り
上
が
り
、最
後
に
校
歌
斉
唱
、

万
歳
三
唱
で
閉
会
し
た
。

糟
屋
支
部

　
５
月
13
日
、
令
和
５
年
度
「
第
17
回
糟
屋
支
部
総
会
」
を
博
多
サ

ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。来
賓
と
し
て
母
校
か
ら
森
山
副
学
長
、

有
信
会
か
ら
川
畑
名
誉
理
事
長
、
石
村
理
事
長
、
古
賀
支
部
か
ら
平

支
部
長
を
迎
え
、
会
員
36
人
、
総

勢
40
人
で
開
催
し
た
。
来
賓
か
ら

の
祝
辞
で
は
母
校
の
発
展
状
況
や

有
信
会
の
事
業
再
開
に
つ
い
て
話

を
い
た
だ
い
た
。
総
会
議
事
は
全

て
承
認
さ
れ
、
南
里
支
部
長
が
退

任
し
、
須
恵
町
の
母
里
支
部
長
が

新
支
部
長
に
就
任
す
る
。
懇
親
会

で
は
30
～
80
歳
代
ま
で
、
世
代
を

超
え
て
交
流
し
親
睦
を
深
め
た
。

最
後
に
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
閉

会
し
た
。

長
崎
支
部

　
６
月
２
日
、「
令
和
５
年
度
長
崎
支
部
総
会
」
を
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ

ス
長
崎
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
に
て
開
催
。
母
校
か
ら
渡
邉
経
済
学
部

長
、
有
信
会
か
ら
村
上
理
事
、
長
濱
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
40

人
が
集
っ
た
。
来
賓
か
ら
は
、
母
校
の
一
歩
先
の
教
育
、
情
報
技
術

の
最
先
端
の
教
育
、
地
域
貢
献
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
変
わ
り
ゆ
く

母
校
か
ら
目
が
離
せ
な
い
情
報
を

聞
い
た
。
ま
た
有
信
会
か
ら
も
今

年
度
か
ら
全
て
の
事
業
が
再
開
、

各
地
で
の
卒
業
生
の
活
躍
に
つ
い

て
話
が
あ
っ
た
。
議
事
も
全
て
承

認
さ
れ
、
引
き
続
き
懇
親
会
に
入

り
、久
し
ぶ
り
の
再
会
で
も
あ
り
、

参
加
者
は
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

盛
会
の
う
ち
に
総
会
を
終
え
た
。

詳しくは有信会ホームページ・「各支部より」をご覧ください。 有信会 検索

（12）第 164号



東
京
支
部

　
６
月
３
日
、
千
代
田
区
の
プ
ラ
ザ
エ
フ
（
主
婦
会
館
）
に
て
、「
令

和
５
年
度
東
京
支
部
総
会
」を
開
催
。
母
校
か
ら
朔
学
長
、蓑
輪
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
、
有
信
会
か
ら
川
畑
名
誉
理
事
長
ら
の
来
賓
を
招

き
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
た
。
第

一
部
の
総
会
で
は
議
題
の
報
告
・
審

議
・
採
決
の
結
果
、
承
認
さ
れ
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
母
校
の
発
展
や
有

信
会
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
話
し
を

聞
い
た
。
懇
親
会
で
は
、
役
員
の
紹

介
、
委
員
会
・
同
好
会
等
の
活
動
報

告
が
あ
り
、
新
卒
出
席
者
４
人
、
初

参
加
者
７
人
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加

者
は
４
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
再
会
に

名
刺
交
換
や
近
況
報
告
な
ど
時
間
の

許
す
限
り
交
流
を
深
め
た
。
最
後
に

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
会
裏
の

う
ち
に
閉
会
し
た
。

古
賀
支
部

　
５
月
28
日
、福
津
市
の
正
直
亭
で
「
令
和
５
年
度
古
賀
支
部
総
会
」

を
開
催
。
母
校
か
ら
小
野
寺
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
石
村
理
事
長
を

来
賓
に
迎
え
、
会
員
20
人
が
参
加
し
た
。
小
野
寺
副
学
長
か
ら
は
、

大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
る
母
校
の
現
状
を
、
石
村
理
事
長
か
ら
は
各
地

の
有
信
会
会
員
の
活
躍
に
つ
い

て
話
が
あ
っ
た
。
総
会
議
事
も

全
て
承
認
さ
れ
、懇
親
会
で
は
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
会
員
の

笑
顔
が
輝
き
、
会
話
は
尽
き
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
支
部
設
立

15
周
年
及
び
古
賀
市
政
20
周
年

を
記
念
し
、
６
年
前
か
ら
古
賀

市
内
薬
王
寺
水
辺
公
園
に
河
津

桜
の
植
樹
を
行
っ
て
い
る
。
ス

テ
ン
レ
ス
銘
板
も
設
置
の
予
定

で
、
古
賀
支
部
の
存
在
を
大
い

に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

奈
良
支
部

　
６
月
17
日
、
亀
の
井
ホ
テ
ル
奈
良
に
て
、「
令
和
５
年
度
奈
良
支

部
総
会
」
を
開
催
。
有
信
会
か
ら
水
原
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員

15
人
が
参
加
し
た
。
水
原
理
事
か
ら
有
信
会
の
事
業
再
開
、
活
躍
す

る
有
信
会
会
員
に
つ
い
て
の
話
し

を
い
た
だ
き
、
総
会
審
議
も
提
示

内
容
通
り
承
認
さ
れ
、
無
事
に
終

え
た
。
引
き
続
き
懇
親
会
へ
と
移

り
、
美
酒
を
味
わ
い
な
が
ら
、
お

互
い
の
近
況
報
告
な
ど
、
親
睦
を

大
い
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

沈
静
化
の
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
る

中
、
感
染
防
止
に
配
慮
し
支
部
活

動
の
早
期
回
復
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

山
鹿
支
部

　
６
月
10
日
、
横
手
会
館
に
て
、
有
信
会
か
ら
松
原
理
事
を
来
賓
に

迎
え
、
会
員
16
人
が
参
加
し
「
令
和
５
年
度
山
鹿
支
部
総
会
」
を
開

催
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
総
会
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

の
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
懇
親
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
会
話
に
花
が
咲
き
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。
総
会
で
の

議
題
に
上
程
さ
れ
た
「
八
日
会

の
充
実
」
に
つ
い
て
、
多
方
面

か
ら
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
相
互
の

懇
親
と
学
び
を
深
め
、
総
会
の

出
席
率
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
の

内
容
が
可
決
さ
れ
た
。
来
年
の

総
会
で
は
会
員
の
出
席
数
を
１

人
で
も
増
や
せ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

佐
世
保
支
部

　
７
月
７
日
、
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン
佐
世
保
に
て
母
校
よ
り

小
野
寺
副
学
長
、
有
信
会
よ
り
水
原
理
事
、
長
崎
支
部
よ
り
吉
田
清

規
様
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
37
人
の
出
席
の
も
と
、
４
年
ぶ
り
に
開

催
し
た
。村
瀬
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
、活
動
報
告
、決
算
報
告
に
続
き
、

小
野
寺
副
学
長
よ
り
「
母
校
の
近
況
報
告
」
を
聞
き
、
発
展
す
る
母

校
の
状
況
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
、
在
学
時
代
の
様
相
と
の
違
い
に
驚

く
ば
か
り
だ
っ
た
。
懇
親
会
に
移
り
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
懇

親
を
深
め
た
。
七
夕
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
冨
田
副
支
部
長
よ
り
色
鮮
や
か
な

金
平
糖
の
差
し
入
れ
が
あ
り
会
員
の
目

を
楽
し
ま
せ
た
。
校
歌
を
高
ら
か
に
斉

唱
、
万
歳
三
唱
に
て
閉
会
し
た
。
コ
ロ

ナ
後
は
１
人
で
も
多
く
の
会
員
が
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
支
部
活
動
を
活

性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

伊
万
里
有
田
支
部

　
６
月
３
日
、
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ
ス
タ
ー
伊
万
里
に
て
、「
令
和
５
年

度
伊
万
里
有
田
支
部
総
会
」
を
開
催
。
昭
和
32
年
卒
業
生
か
ら
平
成

８
年
卒
業
生
ま
で
の
35
人
と
、
母
校
か
ら
米
沢
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

長
、
有
信
会
の
松
原
理
事
を
来
賓
に

迎
え
、
総
勢
37
人
が
集
っ
た
。
母
校

の
現
状
や
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け

た
取
り
組
み
、
有
信
会
会
員
の
活
躍

等
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
参
加
会

員
の
期
待
感
も
高
ま
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
再

会
を
待
ち
わ
び
て
い
た
多
く
の
会
員

同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
た
。
地
道
な
声
か
け
の

成
果
で
、女
性
３
人
の
参
加
も
あ
り
、

一
層
華
や
か
な
会
と
な
っ
た
。今
後
、

開
催
、
案
内
方
法
な
ど
工
夫
し
、
魅

力
あ
る
会
合
に
し
て
い
き
た
い
。

諫
早
支
部

　
７
月
７
日
、
ホ
テ
ル
フ
ラ
ッ
グ
ス
諫
早
に
て
、
４
年
ぶ
り
の
「
令

和
５
年
度 

諫
早
支
部
総
会
」
を
開
催
。
母
校
か
ら
田
中
副
学
長
、

有
信
会
か
ら
石
橋
理
事
を
来
賓
に
迎
え
た
。
ま
た
、
長
崎
支
部
の
猪

俣
副
支
部
長
、
大
村
の
小
林
克
敏

県
議
会
議
員
に
も
出
席
い
た
だ

き
、
会
員
42
人
が
参
加
し
た
。
物

故
者
へ
の
黙
祷
の
あ
と
、
田
中
副

学
長
よ
り
母
校
の
現
況
紹
介
が
あ

り
、
そ
の
後
議
事
に
入
り
、
令
和

４
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

及
び
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
予

算
案
が
全
て
承
認
さ
れ
た
。
懇
親

会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
員
間
で

の
交
流
を
楽
し
み
、
景
品
が
当
た

る
く
じ
引
き
で
は
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
た
。
最
後
に
万
歳
三
唱
を

し
て
閉
会
し
た
。

支部だより� （2023年３月～７月開催分）
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◆有信会の主なスケジュール◆

月日 予定行事

9/23 工学部（土木・社デ）「福陽会」同窓会総会

30 大分支部総会

〃 前期卒業式

10/6 第86回有信チャリティーゴルフ大会

14 鳥取西部支部総会

〃 山口支部総会

〃 宮崎県支部総会

〃 沖縄支部総会

20 直鞍支部総会

21 鹿児島支部総会

上〜下 神戸支部総会

〃 商学部第二部同窓会総会

11/3 ホームカミングデー

〃 法学部同窓会総会

〃 工学部（機械）「福機会」同窓会総会

7 熊本支部総会

11 日田支部総会

17 下関支部総会

18 大阪支部総会

25 岩国支部総会（40周年）

〃 香川県支部総会

上〜下 八女筑後支部総会

〃 広島支部総会（40周年）

中 島根東部支部総会

〃 愛媛県支部総会（30周年）

12/7 第５回理事会・大学との連絡協議会

9 天草支部総会

上 岡山支部総会

1/24 新年賀詞交換会

上〜下 長門支部総会

2/上 第６回理事会

16 飯塚支部総会（80周年）

上 添田支部総会

〃 遠賀信用金庫支部総会

〃 大分市役所支部総会

3/19 大学卒業式

［注］上中下は上旬、中旬、下旬
※新型コロナウイルス感染症の状況

によりスケジュール等の変更があ
ります。

令和４年度　事 業 報 告
一般社団法人福岡大学同窓会有信会は、昭和12年3月に福岡大学の前身福岡高等商業学校第一回生の卒業と同時
に発足し、名称を「友信会」とした。昭和27年5月25日に「有信会」に名称変更し、文部省（現文部科学省）の許
可を得て昭和30年2月1日社団法人有信会として発足し、公益法人制度改革三法の施行により、内閣総理大臣の認
可を得て平成25年4月1日に一般社団法人に移行し、一般社団法人福岡大学同窓会有信会（以下「有信会」という。）
に名称変更した。
本年度は、同窓会発足から85年目、社団法人発足から67年目、一般社団法人移行から9年目を迎えた。
令和4年度は、「新型コロナウイルス感染症」の新規感染者数が急激に増える「感染の波」が繰り返され、令和4
年1月に第6波が襲来し、7月からは第7波が、11月からは第8波が襲来した。また、その「感染の波」は、主に変異
ウイルスへの置き換わりが原因となっており、「アルファ株」から「デルタ株」へ、「デルタ株」から「オミクロン
株」に置き換わった。
有信会の事業としては、年度を通して感染症拡大の防止及び感染リスクの減少のため、大人数を集めての事業を
中止した。しかし、コロナ禍の中で必要な母校等への支援や各種会議・会合の開催、広報活動等は行った。
１　母校への支援
　母校及び在学生への支援を行った。
⑴母校及び在学生への経済的支援等　令和4年11月初旬に予定していた、卒業生を母校に迎える「ホームカミン
グデー」は、コロナへの感染が払拭できないことから中止した。
コロナ禍の中で、母校へ次の支援を行った。
・福岡大学のブランド向上を図るため、「教育・研究・医療・スポーツを通し、社会に貢献する」「躍進する福
岡大学」等を題材とした新聞広告への援助費として70万円を支援した。

⑵在学生との懇談会の中止　在学生の人材育成の取組みとして、産業界などで指導的役割を果たされている多く
の先輩と有意義な情報交換の場となる「在学生との懇談会」を同年5月11日（水）に予定していたが中止した。

⑶有信会奨学基金の奨学生採用　有信会が、一般社団法人に移行する際に母校に贈った特定寄付金を原資とした
「有信会奨学基金」（貸与型）の奨学生に、山口雄大さん（法学部4年）、徳間瑞季さん（法学部4年）及び内田
大貴さん（理学部4年）が採用された。同年7月7日に文系センター 15階会議室にて奨学生採用式が行われ、川
畑懿子名誉理事長、石村國芳理事長が列席した。

⑷褒賞金の贈呈　第35回世界バトントワーリング選手権大会で3位入賞した松尾安珠さん（商学部1年）と第61
回全日本学生なぎなた選手権大会で女子団体として24年ぶり2回目の優勝を飾ったなぎなた部に褒賞金を贈呈
した。

⑸世界陸上競技選手権出場を祝う横断幕及び懸垂幕の製作等援助　同年7月15日から開催された世界陸上競技選
手権に、男子走高跳の真野友博さん（工H31）、混合4×400ｍリレーの久保山晴菜さん（スポH31）、女子やり
投げの上田百寧さん（スポR4）及び女子4×400ｍリレーの兒玉芽生さん（人文R4）の出場を祝うため、母校
に掲示する横断幕及び懸垂幕の製作等への援助費として44万7千円余を支援した。

⑹就職支援ガイダンス等　在学生と有信会会員との就職相談会、専門職有資格者による国家資格取得への支援ガ
イダンス等について、母校キャリアセンターの活動等に協力した。

２　公益活動の推進
　地域社会との連携を深め、また、地域福祉を含めた公益活動を中止した。
⑴講演会の中止　令和4年6月25日（土）の会員大会当日に予定していた、一般市民も参加可能な「公開講演会」
を中止した。

⑵社会福祉活動の中止　有信ゴルフ会は、秋季にチャリティーゴルフ大会を開催し、チャリティー募金を福祉施
設等に寄贈する予定であったが、ゴルフ大会を中止した。

３　事業活動の充実と会員相互の親睦強化
⑴会員大会の中止　令和4年6月25日（土）に予定していた、「会員大会」を中止した。
⑵レデイーズクラブのつどいの中止　同年11月12日（土）に予定していた、「レデイーズクラブのつどい」を中
止した。

⑶新年賀詞交換会の中止　令和5年1月18日（水）に予定していた、「新年賀詞交換会」を中止した。
⑷有信八日会の中止　会員の懇親、情報交換、異業種交流等の目的で開催している「有信八日会」を中止した。
通常例会は、7回（4月、7月、9月、10月、11月、2月及び3月）、8月大交流会及び12月忘年八日会と併せて年
間9回のすべてを中止とした。

４　各種会議・会合の有効な運営
　各種会議・会合を必要に応じ開催し、組織の活性化に努めた。
⑴理事会　第1回（令和4年4月）、第３回（同年7月）、第４回（同年12月）及び第5回（令和5年2月）理事会は、
福岡県内の感染者数が減少していたことから、「三つの密」の回避、「人と人との距離の確保」、「マスクの着用」、
「手の消毒」をはじめとした新型コロナウイルス感染症対策を徹底して開催した。
第2回（同年6月）の理事会は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止等のため開催を中止した。開催中止に伴い、
全理事に対し書面による議題の同意を依頼し、決議された。
なお、理事会では関連する重要事項を精査のうえ審議し、業務の円滑化に努めた。

⑵定時代議員総会　令和4年6月25日（土）に予定していたが、開催を中止した。開催中止に伴い、全代議員に
対し書面による議題（令和3年度事業報告の承認及び令和3年度決算の承認）の同意を依頼し、決議された。

⑶地域・職域支部長会　同年6月25日（土）の会員大会同日に予定していた、「地域・職域支部長会」を中止した。
⑷各委員会　有信会の活動分野ごとに設けている委員会を必要に応じて開催した。
⑸母校福岡大学との連絡会議の中止　母校と有信会との意思疎通を図るため、必要に応じ関係役職者や関係部局
と連絡会議を行っているが、同年12月8日（木）に予定していた、大学役職者と有信会役職者との連絡協議会
を中止した。

５　広報活動の充実
全国の有信会会員に広報紙「有信」とホームページを通して、有信会の運営方針や活動状況、各支部の活動、
母校の現況などを発信した。

⑴広報紙「有信」　162号（8月発行分）は、
終身会費未納（一部未納を含む。）の会員
にも発送。

⑵ホームページ　平成31年4月にリニューア
ルしたホームページの内容の更新に努め、
会員に最新の情報を届けると共に、各種行事や支部の行事予定、会員提供による企業情報等を充実、学生の顕
著な活躍や成績のタイムリーな掲載に努めた。また、学生の活動状況を知るために母校ホームページのアクセ
スが簡単にできるように努めた。より使いやすいホームページを目指し、随時見直しのための検討を行い改善
した。

６　組織の活性化
有信会を支える地域支部62、職域支部36、各学部同窓会、学年別同窓会及び学友会ＯＢ会が、各々の趣向で
支部総会等を通して絆を深めているが、令和4年度は東京支部をはじめ13支部で総会が開催されたが、その他
は支部総会等が中止となった。

７　会員データベースの充実と情報管理体制の徹底
会員の住所データや近況情報の更新等のため、日々地道な調査を続けている。特に住所変更調査は、個人情報
保護法の施行に伴い、同窓会名簿の追跡調査に支障をきたすケースも増大している。
広報紙「有信」等発送後、宛先不明として返送された会員について追跡調査をしているが、判明率は芳しくな
い。会員の個人情報に関する情報収集・変更・管理・保全等に関して法令順守に努めた。

８　財政基盤の強化
⑴終身会費徴収の徹底　終身会費未納の卒業生に対し、令和4年8月発行の広報紙「有信」第162号に会費納入依
頼書を同封し、終身会費の納付を依頼した。

⑵経費節減の努力　会議や集会の通知等に郵送だけでなく、メールやFAX等を活用し、郵送費節減に努め、事業
活動においても効率的な運営を行うように努めた。

発行年月 号　　数 様　　式 ページ数 印刷部数

令和4年8月 162号 全頁カラー 16 161,000

令和5年3月 163号 全頁カラー 16   98,500
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（単位：円）
科　　　目 予算額 決算額

Ⅰ　事業活動収支の部
　１ 事業活動収入
　　 ①　財産運用収入

財産運用収入 51,000 48,368
　　 ②　会費収入

会費収入⑴ 133,920,000 134,355,000
会費収入⑵ 3,700,000 4,633,300

　　 ③　負担金収入 2,870,000 0
　　 ④　有信共益事業収入

有信八日会収入 3,700,000 0
有信ゴルフ会収入 1,950,000 0

　　 ⑤　雑収入 1,000 0
事業活動収入計 146,192,000 139,036,668

　２ 事業活動支出
　　 ①　事業費支出

母校援助費支出 30,100,000 11,230,640
広報紙発行費支出 29,850,000 27,314,620
ＩＴ事業費支出 4,300,000 2,059,390
会員大会費支出 6,730,000 1,015,259
レディーズクラブ総会支出 1,815,000 220,000
講演会費支出 2,146,000 0
新年賀詞交換会支出 2,273,000 0
支部援助費支出 17,310,000 5,127,800
有信共益事業支出
有信八日会支出 3,700,000 0
有信ゴルフ会支出 1,950,000 0
事業費支出計 100,174,000 46,967,709

　　 ②　管理費支出
給料手当支出 15,640,000 14,663,000
福利厚生費支出 2,390,000 2,330,700
退職金支出 0 0
会議費支出 4,250,000 4,212,590
旅費交通費支出 3,825,000 1,187,620
通信運搬費支出 1,770,000 1,390,104
消耗品費支出 860,000 428,938
印刷製本費支出 2,580,000 2,102,504
賃借料支出 900,000 862,466
光熱費支出 200,000 224,662
支払手数料支出 250,000 137,484
公租公課 70,000 57,986
雑費支出 4,310,000 3,090,871
管理費支出計 37,045,000 30,688,925
事業活動支出計 137,219,000 77,656,634
事業活動収支差額 8,973,000 61,380,034

Ⅱ　投資活動収支の部
　１ 投資活動収入
　　 ①　退職給付引当預金取崩収入 0 0

　投資活動収入 計 0 0
　２ 投資活動支出
　　 ①　特定資産引当資産支出

退職給付引当預金支出 915,000 915,000
　　 ②　固定資産取得支出

事業積立金Ⅰ繰入支出 30,000,000 30,000,000
什器備品取得支出 500,000 274,120
　投資活動支出計 31,415,000 31,189,120
　 投資活動収支差額 △31,415,000 △31,189,120

Ⅲ　財務活動収支の部
　１ その他の収入
　　 前受会費収入 96,502,500 98,595,000

その他の収入計 96,502,500 98,595,000
　２ 収入調整勘定支出
　　 前受会費調整支出 101,505,000 101,505,000

収入調整勘定支出計 101,505,000 101,505,000
　財務活動収支差額 △5,002,500 △2,910,000

Ⅳ　予備費支出 3,000,000 0
当期収支差額 △30,444,500 27,280,914
前期繰越収支差額 261,902,000 257,272,579
次期繰越収支差額 231,457,500 284,553,493

令和４年度　貸　借　対　照　表
（令和５年３月31日現在）

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産

現 金 預 金 291,076,982 263,573,333 27,503,649
預 り 金 預 金 103,702 100,556 3,146
流動資産合計 291,180,684 263,673,889 27,506,795

　２．固定資産
⑴　基本財産

基 本 金 資 産 300,000 300,000 0
基本財産合計 300,000 300,000 0

⑵　特定資産
退職給付引当資産 7,534,000 6,619,000 915,000

特定資産合計 7,534,000 6,619,000 915,000
⑶　その他固定資産

事 業 積 立 金 Ⅰ 370,000,000 340,000,000 30,000,000
什 器 備 品 930,683 907,789 22,894
その他固定資産合計 370,930,683 340,907,789 30,022,894
固定資産合計 378,764,683 347,826,789 30,937,894
資産合計 669,945,367 611,500,678 58,444,689

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債

前 受 会 費 98,857,500 101,505,000 △2,647,500
未 払 金 6,523,489 6,300,754 222,735
預 り 金 103,702 100,556 3,146
流動負債合計 105,484,691 107,906,310 △2,421,619

　２．固定負債
前 受 会 費 98,310,000 98,572,500 △262,500
退 職 給 付 引 当 金 7,534,000 6,619,000 915,000
固定負債合計 105,844,000 105,191,500 652,500
負債合計 211,328,691 213,097,810 △1,769,119

Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産

指定正味財産合計 300,000 300,000 0
（うち基本財産への充当額）（� 300,000） （� 300,000） （� 0）

　２．一般正味財産 458,316,676 398,102,868 60,213,808
（うち基本財産への充当額）（� 0） （� 0） （� 0）
（うち特定資産への充当額）（� 7,534,000） （� 6,619,000） （� 915,000）
正味財産合計 458,616,676 398,402,868 60,213,808
負債及び正味財産合計 669,945,367 611,500,678 58,444,689

令和４年度　正味財産増減計算書
（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

⑴　経常収益
財 産 運 用 収 益 48,368 39,916 8,452
受 取 会 費 収 益 138,988,300 145,465,000 △6,476,700
受 取 会 費 収 益 ⑴ （�134,355,000） （�135,795,000） （�△1,440,000）
受 取 会 費 収 益 ⑵ （� 4,633,300） （� 9,670,000） （�△5,036,700）
受 取 負 担 金 収 益 0 0 0
有 信 共 益 事 業 収 益 0 0 0
有 信 八 日 会 収 益 （� 0） （� 0） （� 0）
有信ゴルフ会収益 （� 0） （� 0） （� 0）
雑 収 益 0 0 0
経常収益計 139,036,668 145,504,916 △6,468,248

⑵　経常費用
事 業 費 46,967,709 50,614,324 △3,646,615
母 校 援 助 費 11,230,640 19,105,200 △7,874,560
広 報 誌 発 行 費 27,314,620 26,746,928 567,692
Ｉ Ｔ 事 業 費 2,059,390 2,033,496 25,894
会 員 大 会 費 1,015,259 1,015,259 0
レディーズクラブ総会費 220,000 220,000 0
講 演 会 費 0 0 0
新年賀詞交換会費 0 0 0
支 部 援 助 費 5,127,800 1,493,441 3,634,359
有 信 共 益 事 業 費 0 0 0
有信八日会支出 （� 0） （� 0） （� 0）
有信ゴルフ会支出 （� 0） （� 0） （� 0）

管 理 費 31,855,150 28,772,500 3,082,650
給 料 手 当 費 14,663,000 14,173,642 489,358
福 利 厚 生 費 2,330,700 2,426,669 △95,969
会 議 費 4,212,590 2,073,761 2,138,829
旅 費 交 通 費 1,187,620 1,123,040 64,580
通 信 運 搬 費 1,390,104 1,166,676 223,428
消 耗 品 費 428,938 936,345 △507,407
印 刷 製 本 費 2,102,504 1,935,844 166,660
賃 借 料 費 862,466 861,632 834
光 熱 費 224,662 217,294 7,368
支 払 手 数 料 費 137,484 183,856 △46,372
公 祖 公 課 57,986 56,092 1,894
雑 費 3,090,871 2,466,059 624,812
退 職 給 付 費 用 915,000 950,000 △35,000
減 価 償 却 費 251,225 201,590 49,635
経常費用計 78,822,859 79,386,824 △563,965
当期経常増減額 60,213,809 66,118,092 △5,904,283

令和４年度　収　支　計　算　書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

　２．経常外増減の部
⑴　経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
⑵　経常外費用 0 0 0
什器備品除却損 1 8 △7
経常外費用計 1 8 △7
当期経常外増減額 △1 △8 7
当期一般正味財産増減額 60,213,808 66,118,084 △5,904,276
一般正味財産期首残高 398,102,868 331,984,784 66,118,084
一般正味財産期末残高 458,316,676 398,102,868 60,213,808

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 300,000 300,000 0
指定正味財産期末残高 300,000 300,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 458,616,676 398,402,868 60,213,808

（15） 第 164号 2023 年（令和 5 年 9 月）




